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２００４年７月２１日 

「あ～、おなかすいちゃった なにかたべさせて」  

たべものを食べさせると“キキまる”がいろいろおしゃべりするよ  

おしゃべり食育知育玩具「もぐもぐキキまる」８月７日(土)新発売のご案内 

～話す言葉は５０種類以上！繰り返し遊んで“好き嫌い”を克服、“食”についての知識が学べる！～ 

株式会社タカラ 

 

株式会社タカラ（代表取締役社長：佐藤慶太／所在地：東京都）は、人形やぬいぐるみと楽しく遊びな

がら生活習慣や知識を学べる“おせわせんせい”シリーズの第１弾として、「食」をテーマにした食育（※１）

知育玩具、食べてしゃべるぬいぐるみ「もぐもぐキキまる」（税込価格：５，２２９円）を２００４年８月７日

（土）から、玩具専門店、百貨店、量販店等で全国一斉発売いたします。尚、同商品でうさぎのキャラク 

ターをモチーフとした「もぐもぐうさちゃん」（税込価格：各５，２２９円）も同時発売いたします。 

 “おせわせんせい”は、当社の知育玩具ブランド“せんせい”シリーズ（※２）の第３弾として展開するも

のです。 

 

「もぐもぐキキまる」は、「キキまる」（※３）というオリジナルキャラクターのぬいぐるみです。楽しく遊んで

いるうちに“食べもの”や“食べること”に対する子どもの興味を引き出し、食べものの知識や食事の生活

習慣を身に付けられる今までになかった食育知育玩具で、子どもたちの成長に合わせた“繰り返し遊び”

を取り入れた親子のコミュニケーションを提案する商品です。 

遊び方は、まず電源を入れると「もぐもぐキキまる」が「あ～、おなかすいちゃった。何か食べさせて」と

話します。付属の食べもの（５種：りんご、にんじん、ピーマン、たまご、さかな）を食べさせると「もぐもぐ、

このりんごすっごくおいしいよ」「もぐもぐ、おさかなを食べると頭がよくなるんだよね」など、食べものに合

わせて様々な言葉（５０種類以上 ※４参照）を話します。食べさせたものは「もぐもぐキキまる」の背中の 

リュックの中に入るようになっており、リュックから取り出して、何度でも繰り返し食べさせることができま

す。同じ食べものを食べさせても毎回違った言葉をしゃべるので、飽きずに楽しむことができます。 

 

「もぐもぐキキまる」には、遊びを楽しみながら「好き嫌いを克服する」、「食べものの名前を覚える」、

「食べものについての知識を習得する」という子どもの成長に合わせた３つの学び機能があります。 

「好き嫌いを克服する」

「キキまる」は、一般的な子どもたちと同様“好き嫌い”があり、「ピーマン」が嫌いです。苦手なピーマン

を食べさせると、最初は「ピーマンきらい！」と言いますが、何度も繰り返し食べさせると数を追うごとに

「ピーマンって少しにがい」→「ピーマンってすきじゃないけど頑張って食べる」→「ピーマンってすっごく身

体にいいんだよね」→「ピーマンおいしい！」と“味”や“栄養”、“自分の体”について考えながら、“好き嫌

い”を克服していきます。子どもにとって「もぐもぐキキまる」と一緒に遊ぶことが、嫌いな食べものを克服

するきっかけになります。 



「食べものの名前を覚える」

「もぐもぐキキまる」は時々、「りんごちょうだい」、「たまごもうひとつ食べたいなあ。」と、食べたい食べ

ものをリクエストします。例えば、「りんごちょうだい」と頼まれて、りんごを食べさせると「おいしい」と言い

ますが、間違ったものを食べさせると「これは違うよ にんじんだよ。りんごちょうだい」と間違っていること

を伝え、もう一度同じものを頼んできます。言葉の覚えはじめの子どもは、「もぐもぐキキまる」と会話をし

ながら、知らない食べものの名前を覚えることができます。 

「食べものについての知識を習得する」

「もぐもぐキキまる」のおしゃべりには、「りんごって赤いね」「りんごって木になるんだよね」「りんごって

白雪姫にでてくるよね」と、食べものの“色”や“形”、“味”、“育ち”など複数の情報が入っています。遊び

の中で色々な角度から多方面での知識を身につけることができ、子どもの言葉を豊かにし、想像力を育

てます。 

他にも、５０回以上食べさせると普段は話さない言葉が出てきます。「フンフンフン・・・♪」と鼻歌を歌っ

たり、「ぶ～。ごめん、おならしちゃった」とおならをしたり、「ねぇ、いっしょにあそぼ～」など、楽しいおしゃ

べりで遊びの幅を広げます。 

 

子どもの成長は、身体の多くの場所で成長や細胞分裂が起こる子ども時代、特に６歳までの食事で決

まると言われています。食べることは、生きていく上でとても大切なことです。「もぐもぐキキまる」には、親

であれば誰もが抱く「バランスよく食べて健やかに育ってほしい・・・」という願いが込められています。食

べさせたり、抱っこしたり、話しかけたりしながら、親子で“食べる”ことについて考えたり、感じたり、話し

たりするきっかけとなります。また、食べさせるたびに話す言葉がランダムに変わり、“繰り返し遊び”でよ

りバラエティに富んだ楽しい会話が生まれるといった相乗効果があります。子どもはぬくもりのあるコミュ

ニケーションで育まれることにより、人との絆を深めていきます。「もぐもぐキキまる」は、玩具と子ども、親

と子の心と心をつなぐあたたかいコミュニケーションを提案いたします。 

 

当社は、玩具を中核としたライフエンタテインメント企業として、子どもから大人まで「遊び心」や「夢」を

テーマに幅広い商品・サービスを提案しています。今後も玩具を通して、親子のコミュニケーションと子ど

もたちの成長をサポートし、子どもたちとともに次世代へと繫がる商品を企画提案してまいります。 

 

尚、商品のイメージキャラクターには、「まいう～！」で一世を風靡した“石ちゃん”ことタレントの石塚英

彦氏とタレントの安倍麻美氏を起用し、「もぐもぐキキまる」「もぐもぐうさちゃん」の魅力を強力なインパク

トで訴求してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

乳幼児教育研究所 所長 阿部直美先生からの言葉 

子どもが健康な生活を送る上で、豊かな食生活は欠かすことができません。しかしながら、成長するにつ

れ、味覚が発達することで嫌いな味がでてきたりすることはよくあることです。嫌いな気持ちを受け止め

ながら話をすることで食べる意欲を引き出してあげてください。 

「もぐもぐキキまる」は、食べることの楽しさを知らせながら親子の会話を引き出す玩具です。嫌いなピー

マンを何度も食べさせると「おいしい」と言う、思いがけない反応をします。楽しい会話の中で食べものの

話をするうち、食べものの色や形、味などがわかり、興味が広がり、その積み重ねで食べられるものも増

えていくでしょう。 

楽しく遊びながら親子の心のコミュニケーションを深め、食生活も楽しくなるといいですね。 

 

※１【食育】 

食育とは、食の大切さを学び、好ましい食習慣と豊かな心を身につけること。広義には「食」を通して

人とのコミュニケーションや「食べること」が生きていく上でいかに大切なことかを学ぶことも含みます。

最近では、家庭教育、国や学校教育の現場でも注目され関心が高まっています。 

 

※２【せんせい】ブランド 

１９７７年８月に当社から発売された元祖お絵かきボード「せんせい」は、今年発売 27 年を迎え、親

子 2 世代ブランドとなっています。２００４年、「せんせい」はお絵かき玩具の枠を超え総合知育ブラ

ンドとして、０歳～６歳の乳幼児とその家族を中心に“安心”、“ぬくもり”、“好奇心”を提案します。

「せんせい」シリーズとしては、お絵かきボード“おえかきせんせい”シリーズ、専用のペンで触れると

音声やお話が聞こえる“おはなしせんせい”シリーズが既に発売されており、今回の“おせわせんせ

い”はシリーズ第３弾となります。 

 

※３【キキまる】 

   せんせいブランド共通のオリジナルキャラクター。 

「キキまる」の「キ」は“きかん坊”の「キ」。「まる」は良い子の良いを意味する「まる」。わがままな面

と優しく素直な面の両方を持った、どこにでもいる等身大の3歳の男の子（さるの男の子）をイメージ

して作られました。 

「キキまる」の好きなものは“ショートケーキ”と“さんりんしゃ”。嫌いなものは、“ピーマン”と“おば

け”です。 

 

 

 

 

 

 

 



※ ４【「もぐもぐキキまる」おしゃべり言葉一覧】48 種ほか (ピーマン以外ランダムに発言) 

りんご にんじん ピーマン たまご さかな 

●このりんごすっごくお

いしいよ 

●このりんご少し固い

ね 

●りんごって白雪姫に

出てくるよね 

●りんごって赤いよね 

●りんごって 

木になるよね 

●りんごちょうだい 

●りんごだよ 

 

●にんじんは身体にいい

んだよね 

●にんじんって 

カレーに入っているよね 

●お馬さんはにんじんす

きだよね 

●にんじんは土の中にで

きるよね 

●このにんじんおいしいよ 

●ねえ、 

にんじんちょうだい 

●にんじんだよ 

①ピーマンきらい！ 

②ピーマンって少しに

がい 

③ピーマンってすきじゃ

ないけど頑張って食

べる 

④ピーマンってすっごく

身体にいいんだよね

⑤ピーマンおいしい！ 

⑥ピーマン食べる 

⑦ピーマンだよ 

※①～⑦の順。それ以

降は⑥、⑦繰り返し 

電源を切ると①に戻る

●たまごってにわとりか

ら産まれるんだよね 

●たまごって白いよね 

●たまごって 

まるいよね  

●ゆで卵もいいけど、

目玉焼きもすきだよ 

●この卵、ほくほくして

おいしい 

●たまごもうひとつ食べ

たいなあ 

●たまごだよ 

●おさかなをたべると頭が

良くなるんだよね 

●あ！のどに骨がささっ

た、 ん、だいじょうぶ 

●おさかなって 

海でとれるよね 

●このおさかな、なかなか

おいしいよ 

●おさかなって川でとれる

よね 

●おさかな食べさせて 

●おさかなだよ 

●もぐもぐ 

●あー、おなかすいちゃった。なにか食べさせて 

 ●これはちがうよ 

 ●あー！おなかいっぱい 

 ●抱っこして 

 ●おいしい 

●なんだか眠くなっちゃった 

 ●ねえ、いっしょに遊ぼう 

 ●ぶー ごめんおならしちゃった 

 ●あー、いっぱいたべちゃった。 

 ●食べるの楽しいね 

●フンフンフン・・・・ 

（キキまるのテーマソングの鼻歌） 

 ●たくさん食べると大きくなれるよね 

＜ 商品概要 ＞ 

●商品名  ：「もぐもぐキキまる」、「もぐもぐうさちゃん」（2 種） 

●希望小売価格     ：各５，２２９円/税込 

●発売日       ：２００４年８月７日（土） 

●商品内容 ：本体、食べもの小物 ５種 

（りんご、にんじん、ピーマン、たまご、さかな 各１個） 

●商品サイズ  ：パッケージ：Ｈ３００×Ｗ２６０×Ｄ２５０（mm）  

●商品重量  ：約１ｋｇ （乾電池別） 

●使用電池  ：単３形乾電池 ３本（アルカリ乾電池推奨）／別売 

●対象年齢  ：１．５歳以上 

●販売ルート  ：有名玩具専門店、百貨店、量販店、等 

●販売目標  ：初年度 30 万個 

●著作権表記           ：（C）TAKARA CO.,LTD.200４ 

 



 

 『もぐもぐキキまる』 

 ２００４年８月７日（土）発売／希望小売価格：５，２２９円/税込 

 

 

「もぐもぐキキまる」「もぐもぐうさちゃん」 

石塚英彦氏、安倍麻美氏プロモーションイメージ 

 

この件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします。 

〒125-8

TEL：03-
株式会社タカラ 広報室 

503 東京都葛飾区青戸 4-19-16 
5680-2041  FAX：03-5680-4403  


